
「旭中学校と私」 

 

私は今年６回目の「午年」を迎えました。創立８０周年の原稿依頼を受け、

丸坊主だったあの時代が蘇ってきました。私は昭和４２年に旭中学校に入学

し、生徒として３年間「若鷹の翼広げて…」をデザインした校章を学生帽に付

け自転車とバスで通学していました。学校の周りは田畑ばかりでしたが、当時

からどの学年も４５人学級８クラス、すでに全校 1000 名を優に超えるマンモ

ス校、屋上に上がれば町が一望できる展望台があり、プールや給食センターも

あり、現在の体育館も当時は新しく、県内でも自慢できる中学校でした。 

その後私は教員となり赴任⇔転勤を繰り返し、今の校舎で述べ２２年間充実

した日々を過ごしました。今でも様々な出来事が鮮やかに思い出されます。

「体育大会や文化祭・合唱コンクール」などで生徒たちと共に熱く燃えていた

頃、中庭の岩石園を解体し「大きな花壇づくり」に励んでいた頃、最後の８年

間は「オーストラリア海外派遣で生徒を引率」、和歌山県庁の手厚い支援があ

って、地引網やシュノーケリング・カヤックなどの企画が実現できた「体験

型：修学旅行」どれも懐かしい思い出ばかりです。もちろん生徒指導では生徒

や保護者に、本気で正面から正直にぶつからないと解決できない厳しい問題も

たくさん経験しました。退職して１２年！今でもやっぱり、我が母校として誇

れる中学校です。     

最後に「創立 100 周年」に向かって発展していく旭中学校を陰ながら応援し

ています。 

                   元校長 大竹 良寿 様より 

 

 

 

 


